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1.はじめに 

2004 年 10 月 23 日(M=6.8)の新潟県中越地震による

道路､建物等の被害を調べた｡場所は関越自動車道路と

山古志村等が中心である｡その結果､道路では谷を渡る

盛土や橋梁で､建物では斜面上の切盛土地盤で被害が

多くみられ､良好地盤や一様地盤では被害が殆どみら

れなかった｡このように､今回の地震被害も過去の被害

と同様に地盤条件の変化点 1)で多いことが分かった｡ 

 

2.被害構造物と地盤の関係 

(1)道路等の被害 

関越自動車道においては､特に堀之内地区での被害

が多く､沢を渡る盛土あるいは片切片盛土の沈下陥没､

橋台裏の盛土の沈下等が多くみられる｡いずれも過去

に被害が多い地形や地盤､構造物に接する盛土等であ

る｡また､跨道橋の橋脚の被害(亀裂等)は､左右の橋脚

が地山と盛土等に設置されているところでみられる｡ 

信濃川沿いの河岸段丘斜面に並列につくられて崩壊

した国道 17 号線と上越線の両盛土 2)は､斜面内の沢状

地形の傾斜地盤にある｡このような沢地形を横断する

盛土の被害は過去の地震でも多く認められている 3)｡ 

(2)山古志村内の被害 

建物被害として斜面上の盛土につくられた建物､切

土と盛土の境界部につくられた建物等で多くみられる

(図-1)｡中の家具等が散乱状態になった村役場の隣の

村営体育館の地盤に亀裂や建物と間に分離がみられ､

建物裏側の地盤が崩落して基礎が露出したところがあ

り(図-2)､これらの建物は斜面上の切盛土につくられ

たことが推定される｡中学校建物は中央部分が沈下し

ているが､そこの地盤をみると窪んでいて建物は凹地

を横断するようにつくられている(図-3)｡そのｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

に亀裂が発生しているが､周囲の地形から切土と盛土

の境界部に生じていることが推定される｡いずれも地

盤条件の変化点であり､異種支持地盤状態の建物が被

害を受けている｡しかるに相当古い木造建物でも地山

につくられた建物には被害が認められない例が多い

(例えば､図-4)｡ 

村内の道路被害箇所では､沢を渡る橋梁の前後で盛

土が陥没しており(図-5)､道路の沈下と陥没､亀裂等が

沢上の盛土や片切片盛箇所で多くみられる｡ 

(3)長岡市内の建物の被害 

 長岡工専で被害を受けた建物は丘陵上にあり､旧版

地形図を参照すると建設前に存在した沢を埋め立てて､

その旧沢部を跨ぐように建てられている(図-6 の 3 号

館等)｡即ち､異種支持地盤状態で建物が被害を受けて

いる｡長岡駅前の軽微な被害を受けたﾎﾃﾙのｺﾝｸﾘｰﾄ建物

周辺の地盤に沈下､亀裂等がみられた｡このように建物

の被害箇所では地盤に何らかの変状が発生していると

ころが多い｡ 

(4)越の大橋(妙見堰)とその付近の被害 

越の大橋(妙見堰)の被害箇所を旧版地形図 4)で調べ

ると､この橋は砂州に跨って造られている(図-7)｡この

ような地盤では過去の地震でも被害がみられる 5)｡越

の大橋の上流側で変状している低水敷護岸(図-8)の位

置を旧版地形図で調べると､砂州に接する旧河道締切

り部でその変状が発生しており(図-7)､この場所は過

去の地震でも被害が多くみられる地盤状態である 6)｡ 

 

3.おわりに 

以上の地震被害をみると､盛土や建物､護岸等は地盤

条件の変化点等で異種支持地盤状態､あるいは沢部の

埋土部等での被害が多く､過去の地震でも多く認めら

れる被害である｡なお､以上の調査は土木学会関東支部

調査団に参加して行ったものであり､その際にお世話

になった土木学会関東支部と中央大学､山梨大学､防衛

大学校､自衛隊の関係者及び土倉前橋工科大学助教授

に厚く御礼を申し上げます｡ 
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図-1 山古志村(その 1) 図-2 山古志村(その 2) 

図-5 山古志村(その 5) 

図-3 山古志村(その 3) 

図-7 越の大橋付近地形図 

((((2222万万万万5555千分千分千分千分1111地形図地形図地形図地形図：：：：片貝片貝片貝片貝))))H16年集成測
量図に、S28資料修正図(破線)とT3製版
とM44測図(太実線)による川岸と砂州を
追加 

越の大橋・妙見堰 

護岸変状箇所 

信濃川

図-8 越の大橋付近の低水敷護
岸の変状 

図-6 長岡工専付近の地形図 

(2222 万万万万 5555 千分千分千分千分1111地形図地形図地形図地形図：：：：栃尾栃尾栃尾栃尾)(T14年鉄道補入図
に、H13年修正図の建物と敷地境界を追加) 
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図-4 山古志村(その 4) 


